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(57)【要約】
【課題】　ローラ表面の排水性を高めることができる動
力伝達装置を提供すること。
【解決手段】　駆動源の駆動力により回転する駆動軸に
一体に固定された第一ローラ、第一ローラの外周面から
駆動力が伝達される外周面を有し、駆動力が伝達される
ことによって回転する第二ローラ、第二ローラの外周面
の駆動力が伝達される領域を被覆するゴムの外周面にお
いて、幅方向の一端部側の領域を第一領域、第一領域の
幅方向において隣接する領域を第二領域としたときに、
第一ローラまたは第二ローラの一方の外周面の第一領域
の外径を第二領域の外径よりも小径に形成し、ゴムの外
周面の第一領域に凹状の溝を設けた。
【選択図】　図2
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  駆動源の駆動力により回転する駆動軸に一体に固定された第一ローラと、
  前記第一ローラの外周面から駆動力が伝達される外周面を有し、前記駆動力が伝達され
ることによって回転する第二ローラと、
  前記第二ローラの外周面の、前記駆動力が伝達される領域を被覆するゴムと、
を備え、
  前記ゴムの外周面と、前記第一ローラの外周面および前記第二ローラの外周面のうち前
記ゴムと接触する部位において、幅方向の一端部側の領域を第一領域、前記第一領域の幅
方向において隣接する領域を第二領域としたときに、
  前記第一ローラまたは前記第二ローラの一方の外周面の前記第一領域の外径を前記第二
領域の外径よりも小径に形成し、
  前記ゴムの外周面の前記第一領域に凹状の溝を設けたことを特徴とする動力伝達装置。
【請求項２】
  請求項１に記載の動力伝達装置において、
  前記第一ローラ、前記第二ローラ、前記ゴムの外周面において、幅方向の両端部側の領
域を第一領域とし、前記第一領域に挟まれる領域を第二領域としたことを特徴とする動力
伝達装置。
【請求項３】
  請求項1または請求項2に記載の動力伝達装置において、
  前記ゴムの外周面の前記第一領域の外径と前記第二領域の外径を同径に形成したことを
特徴とする動力伝達装置。
【請求項４】
  請求項1ないし請求項3に記載の動力伝達装置において、
  第一ローラの外周面の前記第一領域の外径を前記第二領域の外径よりも小径に形成した
ことを特徴とする動力伝達装置。
【請求項５】
  請求項1ないし請求項3に記載の動力伝達装置において、
  第二ローラの外周面の前記第一領域の外径を前記第二領域の外径よりも小径に形成した
ことを特徴とする動力伝達装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動力伝達装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の技術としては、下記の特許文献1に記載の技術が開示されている。この文献に
は、ベルトとドライブホイールの間で動力の伝達を行うフリクションホイールの表面に排
水溝が設けられたものが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開2004/079229号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１の技術のように、フリクションホイールの表面に排水溝を設けただけで
は、フリクションホイール表面の水が排出されない問題があった。
  本発明は、上記問題に着目されたもので、その目的とするところは、ローラ（フリクシ
ョンホイール）表面の排水性を高めることができる動力伝達装置を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　駆動源の駆動力により回転する駆動軸に一体に固定された第一ローラ、第一ローラから
駆動力が伝達されて回転する第二ローラ、第二ローラの外周面を被覆するゴムの外周面に
おいて、幅方向の一端部側の領域を第一領域、第一領域の幅方向において隣接する領域を
第二領域としたときに、第一ローラまたは第二ローラの一方の外周面の第一領域の外径を
第二領域の外径よりも小径に形成し、ゴムの外周面の第一領域の外径と第二領域の外径を
同径に形成し、ゴムの外周面の第一領域に凹状の溝を設けた。
【発明の効果】
【０００６】
　よって本発明では、ローラ表面の排水性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施例1の動力伝達装置の斜視図である。
【図２】実施例1のエンジンローラ、モータジェネレータローラ、アイドラローラの模式
図である。
【図３】実施例2のエンジンローラ、モータジェネレータローラ、アイドラローラの模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　〔実施例1〕
  ［全体構成］
  図１は、実施例1の動力伝達装置の斜視図である。
  実施例1の動力伝達装置は、クランクシャフト1、エンジンローラ2、モータジェネレー
タシャフト3、モータジェネレータローラ4およびアイドラローラ5を有する。以下、クラ
ンクシャフト1の前後方向にx軸を設定し、エンジン本体側からエンジンローラ2側に向か
う向きをx軸正方向として説明する。
【０００９】
　クランクシャフト1は、エンジンの駆動力により回転する。クランクシャフト1のx軸正
方向側端（軸方向一端）は、エンジンのシリンダブロックのx軸正方向側に装着されたフ
ロントカバー6からx軸正方向側へ突出している。エンジンローラ2は、クランクシャフト1
のx軸正方向側端に固定されている。
【００１０】
　モータジェネレータシャフト3は、シリンダブロックに取り付けられたモータジェネレ
ータ7の駆動軸である。モータジェネレータシャフト3は、クランクシャフト1と平行に配
置されている。モータジェネレータ7は、エンジン始動時にクランクシャフト1をクランキ
ングするスタータ機能と、エンジン運転中にクランクシャフト1の駆動力によって発電す
るオルタネータ機能を有する。
【００１１】
　モータジェネレータローラ4は、フロントカバー6よりもx軸正方向側の位置でモータジ
ェネレータシャフト3のx軸正方向側端（軸方向一端）に固定されている。モータジェネレ
ータローラ4は、エンジンローラ2と離間して配置されている。
【００１２】
　アイドラローラ5は、エンジンローラ2およびモータジェネレータローラ4の外周面の間
であって、エンジンローラ2およびモータジェネレータローラ4の外周面とそれぞれ接触す
るように支持されている。
【００１３】
　［ローラの構成］
  図2はエンジンローラ2、モータジェネレータローラ4、アイドラローラ5の模式図である
。
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【００１４】
　エンジンローラ2、モータジェネレータローラ4、アイドラローラ5は鉄系金属により形
成されている。エンジンローラ2およびモータジェネレータローラ4の外周面はx軸とほぼ
平行に形成されている。アイドラローラ5の外周面はクラウニング加工されており、x軸方
向の中央部の外径が他の部分の外径よりも大きくなるように形成されている。
【００１５】
　アイドラローラ5の外周面にはゴム8によって被覆されている。ゴム8の外周面はx軸とほ
ぼ平行に幅方向に平坦に形成されている。ゴム8の内周面は、アイドラローラ5の外周面に
沿った形状となっている。ゴム8の外周面のx軸方向の両端部に凹状の溝8aが全周にわたっ
て形成されている。
【００１６】
　エンジンローラ2、モータジェネレータローラ4、アイドラローラ5、ゴム8のx軸方向（
幅方向）の両端部を第一領域とする。両端の第一領域に挟まれた部分を第二領域とする。
アイドラローラ5の外周面は、第一領域の外径が第二領域の外径よりも小径に形成されて
いる。ゴム8の外周面は、第一領域の外径が第二領域の外径とほぼ同径に形成されている
。溝8aはゴム8の第一領域に形成されている。
【００１７】
　［作用］
  駆動ローラと従動ローラの間に水が入り込むと、駆動側のローラが水の上で滑り、従動
側のローラへのトルク伝達が行えなくなる。一旦、駆動ローラと従動ローラの間に水が入
り込むと、水は両ローラの間に留まり排出されにくい。ローラの表面に溝を設けることで
水が排出されやすくはなるが、水が溝に落ち込まなければ水は排出されず、両ローラの接
触面の水は留まったままであった。
【００１８】
　そこで実施例1では、両ローラのx軸方向（幅方向）の両端部側の領域（第一領域）にお
ける接触荷重を、第一領域と幅方向において隣接する領域（第二領域）における接触荷重
よりも小さくなるようにした。具体的には、アイドラローラ5の外周面を第一領域の外径
が第二領域の外径よりも小径になるように形成し、アイドラローラ5の外周面をゴム8によ
り被覆した。さらにゴム8の外周面の外周面の第一領域に溝8aを形成した。
【００１９】
　これにより、両ローラの間に入り込んだ水は、接触荷重が大きい第一領域から接触荷重
が小さい第二領域に移動する。第二領域に移動した水は、溝8aに落ち込み、溝8aから水が
排出される。
  また、ゴム8の外周面をx軸とほぼ平行に形成した。これにより、ゴム8の外周面の加工
が容易となる。
【００２０】
　また、アイドラローラ5の外周面をクラウニング加工し、エンジンローラ2およびモータ
ジェネレータローラ4の外周面を幅方向に平坦に加工するようにした。これにより、第一
領域の接触荷重を第二領域の接触荷重よりも大きくしつつ、エンジンローラ2およびモー
タジェネレータローラ4の外周面の加工を容易にすることができる。
【００２１】
　［効果］
  (1) エンジン（駆動源）の駆動力により回転するクランクシャフト1（駆動軸）に一体
に固定されたエンジンローラ2（第一ローラ）と、エンジンローラ2の外周面から駆動力が
伝達される外周面を有し、駆動力が伝達されることによって回転するアイドラローラ5（
第二ローラ）と、アイドラローラ5の外周面の駆動力が伝達される領域を被覆するゴム8と
、を備え、ゴム8の外周面と、エンジンローラ2およびアイドラローラ5の外周面のうちゴ
ムと接触する部位において、幅方向の一端部側の領域を第一領域、第一領域の幅方向にお
いて隣接する領域を第二領域としたときに、エンジンローラ2またはアイドラローラ5の一
方の外周面の第一領域の外径を第二領域の外径よりも小径に形成し、ゴム8の外周面の第
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一領域に凹状の溝8aを設けた。
  よって、エンジンローラ2とアイドラローラ5の第一領域における接触荷重を、第二領域
における接触荷重よりも小さくすることができる。第二領域の水は第一領域に移動し、ロ
ーラの幅方向端部である第一領域の溝8aから水が排出される。
【００２２】
　(2) エンジンローラ2、アイドラローラ5、ゴム8の外周面において、幅方向の両端部側
の領域を第一領域とし、第一領域に挟まれる領域を第二領域とした。
  よって、第二領域の水は両端部の第一領域に移動することができるため、水の排出性を
高めることができる。
【００２３】
　(3) ゴム8の外周面の第一領域の外径と第二領域の外径を同径に形成した。
  よって、ゴム8の加工を容易にすることができる。
【００２４】
　(4) アイドラローラ5の外周面の第一領域の外径を第二領域の外径よりも小径に形成し
た。
  よって、エンジンローラ2の外周面を幅方向に平坦に加工することができる。第一領域
の接触荷重を第二領域の接触荷重よりも大きくしつつ、エンジンローラ2の外周面の加工
を容易にすることができる。
【００２５】
　〔実施例2〕
  実施例2では、実施例1ではアイドラローラ5の外周面はクラウニング加工したが、エン
ジンローラ2、モータジェネレータローラ4の外周面をクラウニング加工してもよい。
【００２６】
　図3はエンジンローラ2、モータジェネレータローラ4、アイドラローラ5の模式図である
。
  エンジンローラ2、モータジェネレータローラ4、アイドラローラ5は鉄系金属により形
成されている。エンジンローラ2およびモータジェネレータローラ4の外周面はクラウニン
グ加工されており、x軸方向の中央部の外径が他の部分の外径よりも大きくなるように形
成されている。アイドラローラ5の外周面はx軸とほぼ平行に形成されている。
【００２７】
　アイドラローラ5の外周面にはゴム8によって被覆されている。ゴム8の外周面はx軸とほ
ぼ平行に幅方向に平坦に形成されている。ゴム8の内周面は、アイドラローラ5の外周面に
沿った形状となっている。ゴム8の外周面のx軸方向の両端部に凹状の溝8aが全周にわたっ
て形成されている。
【００２８】
　エンジンローラ2、モータジェネレータローラ4、アイドラローラ5、ゴム8のx軸方向（
幅方向）の両端部を第一領域とする。両端の第一領域に挟まれた部分を第二領域とする。
エンジンローラ2およびモータジェネレータローラ4の外周面は、第一領域の外径が第二領
域の外径よりも小径に形成されている。ゴム8の外周面は、第一領域の外径が第二領域の
外径とほぼ同径に形成されている。溝8aはゴム8の第一領域に形成されている。
【００２９】
　(5) エンジンローラ2の外周面の第一領域の外径を第二領域の外径よりも小径に形成し
た。
  よって、アイドラローラ5の外周面を幅方向に平坦に加工することができる。第一領域
の接触荷重を第二領域の接触荷重よりも大きくしつつ、アイドラローラ5の外周面の加工
を容易にすることができる。
【００３０】
　〔他の実施例〕
  以上、本発明を実施するための形態を、図面に基づく実施例により説明したが、本発明
の具体的な構成は、実施例に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲の設
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【００３１】
　実施例1および実施例2では、ローラの幅方向両端部に第一領域を設定し、第一領域に挟
まれた領域を第二領域としていた。これをローラの幅方向一端部に第一領域を設定し、第
一領域と隣接する領域（ローラの幅方向他端部）を第二領域としてもよい。
【００３２】
　実施例1および実施例2では、エンジンとモータジェネレータとの間のトルク伝達を行う
動力伝達装置について説明したが、エンジンとオイルポンプなどその他補機とのトルク伝
達を行う動力伝達装置に適用してもよい。また駆動源はエンジンに限らずモータであって
もよい。つまり、ローラ間の接触荷重が大きい領域（第二領域）と小さい領域（第一領域
）とが隣接し、かつ接触荷重が大きい領域（第二領域）がローラの幅方向端部に位置して
いればよい。
【００３３】
　実施例1および実施例2では、アイドラローラ5の外周面全体がゴム8によって被覆されて
いるが、外周面の幅方向の一部がゴム8によって被覆されていればよい。つまり、エンジ
ンローラ2およびモータジェネレータローラ4と接触する範囲にゴム8が被覆されていれば
よい。また第一領域および第二領域は、エンジンローラ2、モータジェネレータローラ4お
よびアイドラローラ5の外周面の幅方向の全領域ではなく、エンジンローラ2、モータジェ
ネレータローラ4およびアイドラローラ5の外周面のうち、ゴム8と接触する領域であれば
よい。
【００３４】
　実施例1および実施例2では、ゴム8の外周面を幅方向に平坦に形成したが、ゴム8の外周
面の形状は、ローラ間の接触荷重が第一領域よりも第二領域の方が大きくなる関係を崩さ
ない形状であればよい。
【符号の説明】
【００３５】
1　　クランクシャフト（駆動軸）
2　　エンジンローラ（第一ローラ）
5　　アイドラローラ（第二ローラ）
8　　ゴム
8a　　溝
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